
  

 

小さな積み重ねが大きな成長に 
 夏休みからの生活リズムも整い、子どもたちはそれぞれの目標に向かって努力を積

み重ねています。こうした前向きな姿は、夏休みに開催された岐阜サマー・サイエン

ス・スクール（GSSS）の開校式で語られた研究者のお話とも重なります。 

 ノーベル化学賞を受賞した白川名誉教授は「知る」と「理解する」は違うと述べら

れ「なぜそうなるのか」と問い続ける姿勢が、本当の理解につながることを話されま

した。さらに、成果には「やってくる偶然」と「迎えに行く偶然」があると示されま

した。つまり、偶然には、待って得られるものもあれば、自ら努力して動いた先で出

会うものもあるということです。 

 また、GSSS 卒業生の岡本准教授は、人生や学びを「小石の積み重ね」にたとえ、

一つ一つの小石を積み上げることで土台がしっかりとでき、簡単には崩れないと語り

ました。努力を積み重ねることが大きな成果につながり、失敗を恐れず挑戦を続ける

ことの大切さを強調されました。 

 お二人に共通していたのは「地道な積み重ね」と「問い続ける姿勢」です。本校で

も、基礎学力の定着とともに、自分で課題を見つめ、仲間と意見を交わしながら理解

を深める姿を大切にしています。全国学力・学習状況調査の質問紙では「人の役に立

ちたい」「地域や社会をよくしたい」と答える児童が多く、日々の学びが、心の成長

や地域・社会への関心につながっていることが分かります。今後も保護者の皆様と協

力し、子どもたちの成長を支えていきたいと考えています。 

○全国学力・学習状況調査について 

今年度の学力・学習状況調査の結果が届きました。本校では、この結果を受け、次のように分析をし、その改善

に努めています。 

・国語・算数ともに改善傾向が見られました。特に国語は、県平均を上回り全国水準に並びました。５年生までに受

けた授業では、課題解決に向けて自分で考えたり、仲間と積極的に話し合ったりすることができたと感じている児

童の割合が多いです。 

・既習済みの漢字の読み書きに改善傾向が見られました。一方、分数が含まれる四則計算等には課題が残りまし

た。引き続き、国語・算数における基礎的な知識・技能の定着を目指し、つまずきに応じた指導・支援を大切にして

いきます。 

・朝食の欠食や就寝・起床時間の乱れなど、生活習慣が崩れがちな児童の割合が増加しています。本年度 PTA と

連携し取り組み始めた「ひがしー検定」や「学力アップチャレンジシート」など学習習慣の定着化を図る取組とと

もに、生活習慣を見直す機会を設けていく必要があります。 
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【社会科見学・生活科見学】 
 １０・１１月に社会科見学・生活科見学がありま
す。以前は全校一斉に行っていたこともありまし
たが、働き方改革関連法が施行されたこともあ
り、一度にバス運転手を集めることが難しくなっ
てしまったそうです。そのため、今年度は２日に分
けての実施となります。 
  ご兄姉弟妹と実施日が違うと、お弁当の準備
等お手間をかけることになってしまいますが、ご
理解くださいますようお願いします。 
 
今年度の期日と行き先 

10月 2日（木） 
2年：アクアトトぎふ 
3年：加子母トマト選果場・明治座 
5年：名古屋市科学館 

11月 12日（水） 
1年：アクアトトぎふ 
4年：美濃和紙の里会館 
6年：博物館明治村 

【お子さんの学習面・発達面・ことばでご心配のある方へ】 

 年齢相応の落ち着きがない、集中が持続しない、学習

内容がなかなか定着しない、字の形が整わない、発音

がはっきりしない・・・など、お子さんの学習や発達、こと

ばについてご心配なことがありましたら、本校の特別支

援教育コーディネーター（原 貴則）へ 

ご連絡ください。ご相談に乗ります。 

未就学のご弟妹の相談にも対 

応します。 


